
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

前期から後期へ！ 大切なこと  校長 酒井 紀幸 
朝夕に肌寒さが感じられるようになり、そこかしこで虫の音が聞こえ、秋も本格的になってまいりました。

運動会には、３年生の保護者・家族のみの参観となりましたが、あたたかい声援をいただき誠に有り難うござ
いました。生徒会執行部、そして３年生の頑張りで、どの団も見事な団結力を発揮し、迫力のある素晴らしい
運動会になったのではないかと思っております。 
また、先日の河北郡市新人大会では、本校の生徒たちは粘り強く戦い、各種目において素晴らしい成績を収

めてくれました。３年生からのバトンを受け継ぎ、２年生を中心に一生懸命に部活動に取り組む姿に頼もしさ
を感じています。次は加賀地区（県）新人大会で、「高中旋風」を巻き起こすことを期待したいと思います。 

＝ 失敗を成功に変える方法 ＝ 

後半には、文化祭、学習（特に３年生にとっては、高校進学）、部活動（２年生を中心とした活動）など様々
な取組が行われます。挑戦し続け、失敗で終わらせない人（組織）が行っている種明かしをしたいと思います。 

－ 失敗から学ぶ － 
１つ目は、失敗から学ぶ組織（業界）として航空業界の例です。「失敗の科学」（マシ

ュー・サイド著、ディスカヴァー・トゥエンティワン）p18〕には次のように書かれて
います。「航空機にはすべて、ほぼ粉砕不可能な『ブラックボックス』が搭載されてい
る。ひとつは、飛行データ（機体の動作に関するデータ）を記録し、もうひとつはコッ
クピット（操縦席）の音声を記録するものだ。事故があれば、このブラックボックスが
回収され、さまざまな角度からデータが分析究明される。そして、失敗が起こらないよ
うに速やかに対策が取られる。」 
業界の学びと同じように、個人でも失敗から学ぶための「ブラックボックス」装置を自分の中に設置するこ

とが大切だと思います。 

－ 心のコップを大きく － 
２つ目は、「心のコップを大きく」という話です。「例え話として、一人一人の心に

は、コップがある」と言われます。「コップを伏せていたり、小さくしたりすると、い
くら水を注いでも水が溜まることはありません」。この状態では、先生やコーチ、親
（家族）、友達などからのアドバイスを成長の栄養に変えることはできません。また
「自分にはできない。やっても無駄だ。」という心も、同様です。 
後期も、様々なことに挑戦し、「失敗から学ぶこと」、そして「心のコップを大きく」

持って、成長の足跡を校舎にたくさん残してほしいと思います。 
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－「あいさつ」を大切に－ 

 
保護者アンケートには、「高中生徒の挨拶は、本当に中学生らしく気持ちが良いです。どこで出会っ

てもさわやかに挨拶をしてくれるので、小学生のお手本になっていると思います。」という大変うれし
い記述もありました。一方、「挨拶運動で交差点に立っていたが、特に中学生の挨拶がないことが気に
なった」という残念な連絡もありました。コロナ禍（マスク着用で口元がわからない）時だからこそ、
大きく・さわやかな挨拶でお互いの気持ちが明るく繋がるといいですね。  

 

－お気軽にご相談ください－ 
 

 
日頃、学校では丁寧で誠実な対応に努めています。アン

ケートでは、「学校は、相談や問い合わせに適切に応じてく
れる」の肯定的評価が、97.4%（図表－１）という高い評価
をいただきました。 

相談や質問がありましたら、お気軽に連絡していただけ 

れば幸いです。 
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図表－１

学校は、相談や問い合わせに適切に応じてくれる



 

「伝統」をさらに深化させよう  ～後期生徒会 出航！～  
 １０月から、後期生徒会の活動がスタートします。後期最大の学校行事である文化祭を大成功

に導くため、執行部を中心に始動し始めています。 

 新たな顔ぶれ（生徒会役員、各専門委員会の委員長）を紹介します。 

（会 長） 山本 悠剛  （会 計） 田中 琉星  （給 食） 高崎  陣 

（副会長） 岸  聖弥        出村 優宥  （図 書） 藤池 真白 

      真田 万央  （生 活） 小寺 衣咲  （通 信） 松下 翔雅 

（書 記） 岩田紗悠梨  （文 化） 盛戸 陽菜 

       﨑出 蒼空   （保健体育）二口陽一朗 

 

１０月の生活目標 
「きちんとした身なりや言葉遣いを意識しよう！」         
今月１２日（月）より衣替え完全実施となります。制服に名札をきちんとつけ、靴下の長さ

やデザインにも気をつけてほしいと思います。また、後期が始まるこの節目を機に、頭髪にも
気を配ってみてはいかがでしょうか。そして、みんなが温かい気持ちになれるように、正しい
言葉遣い、思いやりのある言葉を使うことを意識し、公の場にふさわしい言動ができるように
心がけてほしいと思います。 

登校時の身なりや、家庭での言葉遣いなどもご家庭で話題にしていただき、正しい判断で行
動し、地域の皆様からも好感を持っていただけるような生徒の育成にご協力をお願いします。 

 

１０月の学習目標 
「聴き方名人」「話し方名人」を目指そう             
〈あたたかな聴き方〉 
  １ 体と顔を向けて聴く！ 
   ２ うなずきながら聴く！ 
   ３ 自分の考えと比べて！ 
   ４ 発表者の思いを汲む！ 
〈やさしい話し方〉 
  １ 相手の方を向いて！ 
   ２ 理由をあげて！ 
   ３ 他の人の発言や考えにつなげて！ 
 

前期最大の行事：運動会でみんなが燃えました!! 
９月２６日（土）の運動会には、たくさんの保護者の方々に参観していただき誠にありがとうございま

す。今年はコロナ禍のため、例年に比べて時間も内容も精選した形式での運動会となりました。さらに、

突然の大雨のため、種目の一部が２８日（月）に延期されるというアクシデントにも見舞われました。 

しかし、生徒会執行部や３年生のリーダーシップのもと全学年が一致団結し、「双輝勇者 ～突き進め

２色の戦士たち～」のスローガン通り、躍動感のある感動的な運動会になったことを喜んでおります。 

この経験を生かし、生徒たちには充実した後期を過ごしてほしいと思います。 


